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最近、市町村合併という言葉をよく耳にされると思います。
市町村合併とは、行財政運営の効率化やその基盤の強化を図
るために、いくつかの市町村が一つになることをいいます。
国は、地方分権や構造改革の中で市町村合併を積極的に進

めており「市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）」
に基づく財政面の優遇措置など各種の支援策を講じています。
少子・高齢化、日常生活圏の広域化、財政状況の悪化など

私たちを取り巻く環境が大きく変化している現在「合併とは
どういうことなのか」「行政の区域が変わればどうなるのか」
など、市町村合併についてみんなで考えましょう。

合
併
が
話
題
に
な
る
背
景

国
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
市
町
村
の
重
要
な
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
の
見
直
し
に
よ
る
減
収
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
景
気
低
迷
や

人
口
の
減
少
に
よ
り
税
収
の
伸
び
も
見

込
め
な
い
こ
と
か
ら
多
く
の
市
町
村
の

財
政
状
況
が
一
層
厳
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
市
町

村
合
併
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
は
合
併
す
る
市
町
村
に
対
し
て
手

厚
い
財
政
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
期
限
が
平
成
１７

年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
合
併
に
つ
い
て
の
住
民
同
士

の
話
し
合
い
と
そ
の
後
の
手
続
き
に
要

す
る
時
間
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
年
度

が
議
論
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
市
町
村
合
併
が
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
に
お
い
て
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
取
り
組
み
状
況

市
町
村
合
併
の
議
論
は
全
国
的
な
高

ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
調

査（
平
成
１４
年
４
月
１
日
現
在
）に
よ
る

と
、
全
市
町
村
数
３
、
２
１
８
の
う
ち

約
６９
％
の
２
、
２
２
６
の
自
治
体
が
複

数
の
市
町
村
間
で
合
併
に
関
す
る
協
議

組
織
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
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な
お
、
合
併
の
具
体
的
な
論
議
が
進

ん
で
い
る
合
併
重
点
支
援
地
域
と
し
て

は
、
合
計
３７
府
県
で
１
０
９
地
域
、
４

８
６
市
町
村
が
指
定（
４
月
３０
日
現
在
）

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、５０
組
織（
１
９
４
市

町
村
）が
合
併
目
標
の
期
日
を
公
表
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
田
県
の
取
り
組
み
状
況

県
は
、
平
成
１３
年
７
月
に
市
町
村
合

併
支
援
本
部
を
設
置
し
、
自
主
的
な
合

併
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の

市
町
村
で
は
、
全
６９
市
町
村
の
う
ち
４３

の
自
治
体（
５
月
末
）に
お
い
て
合
併
に

関
す
る
研
究
会
な
ど
の
組
織
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

仁
賀
保
町
、
金
浦
町
及
び
象
潟
町
の

３
町
で
は
、
唯
一
県
の
合
併
重
点
支
援

地
域
の
指
定
を
受
け
、
県
内
初
の
法
定

合
併
協
議
会
設
置
協
議
の
議
案
が
本
年

６
月
議
会
に
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
７
月
１
日
正
式

に
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
合

併
協
定
項
目
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

秋
田
県
が
示
し
た
合
併
パ
タ
ー
ン

昨
年
１２
月
、
県
は
歴
史
的
、
行
政
的

に
関
わ
り
の
深
い
広
域
圏
を
単
位
に
９

つ
の
新
市
を
合
併
パ
タ
ー
ン
と
し
て
例

示
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
市
は
、
比

内
町
と
田
代
町
と
の
１
市
２
町
に
よ
る

合
併
が
示
さ
れ
、
合
併
後
の
面
積
は
約

９
１
３
�
（
約
２
倍
）、人
口
は
約
８
７
、

０
０
０
人（
約
１
・
３
倍
）と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
数
は
３０
人
、
職
員
数
は
約

３
割
削
減
さ
れ
、
行
政
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
は

市
町
村
合
併
を
広
く
議
論
す
る
た
め
に

示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
合
併
は
あ
く
ま

で
も
市
町
村
の
判
断
で
決
定
さ
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

合併特例法は、自主的な市町村の合併を推進しそのための特
例措置を定めた法律で、平成１７年３月末までの時限立法です。
主な財政支援措置は次のとおりです。

�合併特例債
旧市町村間の道路・橋りょう・トンネルなどの公共的施設の

整備や合併後市町村の振興のための基金の積み立てに必要な経
費について、合併年度とその後１０カ年度は事業費の９５％を地方
債（合併特例債）を活用することができます。その地方債の元
利償還金の７０％は普通交付税として措置されます。

地 方 債…自治体が事業を行うにあたり財源が不足している
場合、一定の約束のもとに資金を調達し、後に返
済する長期間の借金

�地方交付税額の算定の特例
合併により経費の削減が図られ、市町村の財源となっている

地方交付税額が合併前に比べて少なくなると考えられますが、
合併当初は経費の削減も困難な面があります。そこで、合併年
度とその後１０カ年度は合併しなかった場合の普通交付税が保証
され、その後５カ年度で段階的に縮減されます。

地方交付税…国税の一部を自治体の一般財源として配分する税。
自治体が標準的な仕事をするために必要な財源額
と、普通の状態で集まる税収額により、不足する
額を交付するのが普通交付税で、災害など特別な
事情に応じて交付されるのが特別交付税

※県は「大館周辺・鷹巣・阿仁広域市」
の合併パターンも例示しています。

人人口口はは平平成成１１２２年年１１００月月１１日日現現在在

１１５５，，８８５５９９ 市市制制町町村村制制施施行行（（明明治治２２２２．．４４．．１１））

９９，，８８６６８８ 町町村村合合併併促促進進法法施施行行（（昭昭和和２２８８．．１１００．．１１））

３３，，９９７７５５
新新市市町町村村建建設設促促進進法法施施行行（（昭昭和和３３１１．．６６．．３３００））、、
町町村村合合併併促促進進法法失失効効（（昭昭和和３３１１．．９９．．３３００））

３３，，４４７７２２ 新新市市町町村村建建設設促促進進法法一一部部失失効効（（昭昭和和３３６６．．６６．．２２９９））

３３，，３３９９２２ 市市町町村村のの合合併併のの特特例例にに関関すするる法法律律施施行行（（昭昭和和４４００．．３３．．２２９９））

３３，，２２１１８８

７７１１，，３３１１４４

４０，０００

『合併特例法』

３０，０００

全国の市町村数の変遷

２０，０００

市町村合併のキ
ーワード

１０，０００
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明治２１年末

明治２２年末

昭和２８年１０月

昭和３１年９月

昭和３６年６月

昭和４０年４月

平成１４年４月

�



ど
う
し
て
今

「
市
町
村
合
併
」
な
の
？

地
方
分
権
の
推
進

地
方
分
権
は
住
民
に
身
近
な
行
政
の

権
限
を
で
き
る
限
り
地
方
自
治
体
に
移

し
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
運

営
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組

み
で
す
。
こ
の
た
め
、
住
民
に
と
っ
て

望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
的

な
人
材
や
組
織
、
財
政
基
盤
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

社
会
は
少
子
高
齢
化
へ
と
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
大
館
市
に
お
け
る
高

齢
化
率
（
全
人
口
に
占
め
る
６５
歳
以
上

の
割
合
）
は
２５
・
４
％
と
高
い
比
率
に

な
っ
て
お
り
、
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
出
生
数
も
減
少
傾
向

に
あ
り
、
着
実
に
少
子
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
介
護
保
険
制
度
の

円
滑
な
運
営
な
ど
の
福
祉
政
策
の
充
実

や
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
が
ま
す
ま

す
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

財
政
的
な
負
担
や
人
材
の
確
保
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

価
値
観
の
多
様
化
、
技
術
革
新
の
進

展
に
と
も
な
い
、
住
民
が
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
も
多
様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
で
高

度
な
能
力
を
有
す
る
職
員
の
育
成
、
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
圏
の
広
域
化
へ
の
対
応

道
路
網
や
交
通
手
段
、
情
報
通
信
な

ど
の
発
達
に
よ
り
、
私
た
ち
の
「
日
常

生
活
圏
」
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
都
市
近
郊
で
は
市
町
村
の

区
域
を
越
え
て
市
街
地
が
連
続
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

効
率
性
の
向
上

各
市
町
村
が
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

る
中
で
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
隣

接
市
町
村
で
の
類
似
施
設
の
建
設
に
は

批
判
が
あ
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
主
な
こ
と

○
行
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
安
定
が
図
ら
れ
ま
す
。

○
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
公
共
施
設
の
広
範
囲

な
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

○
保
健
、
土
木
な
ど
の
専
門
的
で
高
度

な
能
力
を
有
す
る
職
員
を
確
保
・
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
広
域
的
な
視
点
か
ら
道
路
や
市
街
地

の
整
備
、
文
化
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
公
共
施
設
の
建
設
を
効
率
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
効

果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り
、
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
で
き
ま
す
。

○
役
所
、
役
場
内
の
管
理
部
門
が
統
一

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
を
直

接
担
当
す
る
部
門
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
全
体
的
に
少
な
い
経
費
で
よ
り

高
い
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

○
よ
り
大
き
な
市
町
村
の
誕
生
は
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、

企
業
進
出
や
若
者
の
定
着
、
重
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致
な
ど
が
期
待
で

き
ま
す
。

心
配
さ
れ
る
こ
と

○
市
役
所
が
遠
く
な
り
今
ま
で
よ
り
不

便
に
な
る
の
で
は
。

○
職
員
や
議
員
の
数
が
減
る
な
ど
で
住

民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
、
き
め

細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
の
で
は
。

○
中
心
部
だ
け
が
良
く
な
り
、
周
辺
部

は
さ
び
れ
て
し
ま
う
の
で
は
。

○
地
域
独
自
の
風
土
や
気
質
、
郷
土
の

文
化
や
伝
統
な
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
。

○
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
が
高
く

な
る
の
で
は
。

「
合
併
」
に
関
す
る

勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す

以
上
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

合 計

８６，２８８人

世帯
２８，６７９

９１３．７０�

６６人

８１３人

田 代 町

７，９００人

世帯
２，３４１

３０６．７７�

１８人

１１６人

比 内 町

１２，０９５人

世帯
３，５３０

２０５．３９�

２０人

１３４人

大 館 市

６６，２９３人

世帯
２２，８０８

４０１．５４�

２８人

５６３人

人 口（Ｈ１２国勢調査）

世帯数（Ｈ１２国勢調査）

面 積

議員数（条例定数）

職員数（病院を除く）
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合
併
す
る
と
行
政
区
域
が
広
大
に
な

る
。
１０
年
間
は
合
併
特
例
措
置
で
現

状
を
維
持
で
き
る
が
、
そ
の
後
は
地
方

交
付
税
が
減
ら
さ
れ
る
の
で
市
政
運
営

の
財
政
面
が
心
配
さ
れ
る
。

今
後
の
地
方
交
付
税
削
減
を
考
慮
す

る
と
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。

合
併
特
例
法
の
有
利
な
起
債
を
活
用
し

な
が
ら
、
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
１０

年
間
に
財
政
面
の
体
質
改
善
を
す
る
な

ど
新
し
い
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

合
併
す
る
と
組
織
の
統
廃
合
な
ど
行

政
の
効
率
化
が
行
わ
れ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
。

効
率
化
を
考
え
る
と
、
１
市
２
町
よ

り
北
秋
田
も
含
め
た
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
管
理
部
門
を
減
ら
し
窓
口

や
福
祉
関
係
を
増
員
す
る
な
ど
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

大
館
市
は
合
併
を
呼
び
か
け
る
立
場

に
な
る
べ
き
だ
が
、
隣
接
町
村
の
感

情
を
損
な
わ
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
は
周
辺
部
か
ら
や
る
と

い
う
寛
容
さ
、
ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
を

も
っ
て
ほ
し
い
。
待
っ
て
い
て
も
来
な

い
、
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
が
必

要
で
な
い
か
。

行
政
は
ム
ダ
が
多
い
。
少
子
高
齢
化

や
財
政
面
を
考
え
る
と
、
広
域
化
し

て
効
率
を
上
げ
る
し
か
な
い
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
は
体
育
館
な
ど

同
じ
よ
う
な
施
設
が
あ
る
の
で
、
合
併

に
よ
り
効
率
的
な
施
設
利
用
が
可
能
に

な
る
と
思
う
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
行
政
は
考
え
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
館
市
か
ら
弘
前
市
に
買
い
物
に
行

く
市
民
が
多
い
。
秋
田
市
一
極
集
中

で
は
な
く
、
県
北
、
県
南
に
も
拠
点
と

な
る
都
市
が
必
要
で
な
い
か
。

大
館
市
は
北
東
北
の
中
心
に
位
置
し

地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
大
い
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
。

国
や
県
は
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り

強
調
し
て
危
機
感
を
あ
お
っ
て
い
る
。

住
民
が
判
断
す
る
た
め
の
正
確
な
情
報

提
供
が
必
要
で
な
い
か
。
さ
き
に
合
併

し
た
市
町
村
で
は
、
財
政
状
況
の
悪
化

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
聞
こ
え
て

く
る
。

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
良
く
な

ら
な
い
。
行
動
し
て
ほ
し
い
。
合
併

に
つ
い
て
は
住
民
の
考
え
が
基
本
に
あ

る
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
住
民
の
判

断
材
料
と
し
て
市
長
や
議
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
り
、
住
民
に
ま
ち
づ
く
り

計
画
案
を
提
示
す
る
な
ど
も
っ
と
積
極

的
に
働
き
か
け
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
市
に
と
っ
て
何
が
大
事
か
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
今
後
ど
う
す
る
か
を
考

え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
。

去
る
６
月
１４
日
、
合
併
の
必
要
性
や
是
非

に
つ
い
て
知
事
と
市
長
、
市
議
会
議
員
と
の

意
見
交
換
を
行
う
「
知
事
の
市
町
村
合
併

ト
ー
ク
ｉ
ｎ
大
館
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

想
定
さ
れ
ま
す
が
「
大
館
市
の
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
」
の
研
究
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
４
月
に

比
内
町
と
田
代
町
と
と
も
に
「
大
館
圏

域
市
町
村
合
併
共
同
研
究
会
」
を
発
足

し
て
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
結
果
を
住
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
独
自
で
も
「
市
町
村
合
併

庁
内
勉
強
会
」
を
設
置
。
関
係
市
町
村

の
公
共
料
金
や
事
務
・
事
業
・
住
民
サ

ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
住
民
が
主
役
で
す

市
町
村
は
そ
こ
に
住
む
住
民
の
た
め

の
も
の
で
す
。「
合
併
」は
、
財
政
や
効

率
面
も
含
め
、
ま
ち
の
あ
り
か
た
や
住

民
が
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
と
ら
え
て
議
論
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
地
域
や
職
場
、
ご
家
庭

で
「
合
併
」
に
つ
い
て
ぜ
ひ
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
意
見
が
『
２１

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
決
め
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
６
９
）

Ｑ
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平平
成成
１１１１
年年
８８
月月
にに
改改
正正
ささ
れれ
たた
住住
民民

基基
本本
台台
帳帳
法法
にに
基基
づづ
きき
、、
８８
月月
５５
日日
かか

らら
住住
民民
基基
本本
台台
帳帳
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
スス

テテ
ムム（（
以以
下下「「
住住
基基
ネネ
ッッ
トト
」」））がが
稼稼
動動
しし
、、

全全
国国
のの
自自
治治
体体
がが
情情
報報
通通
信信
網網（（
ネネ
ッッ

トト
ワワ
ーー
クク
））でで
結結
ばば
れれ
まま
すす
。。

住
民
基
本
台
帳
っ
て
？

行
政
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
も
と

住
民
基
本
台
帳
は
、
市
町
村
ご
と
に

住
民
票
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
児
童
手

当
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
す
る
い
ろ
い

ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
票
に
は
名
前
や
、
生
年
月
日
、

性
別
、
住
所
な
ど
法
律
で
定
め
ら
れ
た

項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
っ
て
？

市
町
村
や
国
の
行
政
機
関
の

垣
根
を
越
え
て
、
情
報
を

や
り
取
り
す
る
仕
組
み

全
国
の
市
町
村
と
都
道
府
県
、
指
定

情
報
処
理
機
関
（
地
方
自
治
情
報
セ
ン

タ
ー
）
が
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
垣
根
を
超
え

て
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
処
理

を
し
た
り
、
国
の
行
政
機
関
に
対
す
る

本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
本
人
を
特
定
す
る
た

め
全
国
民
を
対
象
に
、
一
人
ひ
と
り
に
、

規
則
性
が
な
く
重
複
し
な
い
１１
け
た
の

「
住
民
票
コ
ー
ド
」
が
割
り
当
て
ら
れ

ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る

情
報
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

情
報
の
う
ち
「
本
人
確
認
情
報
」
と
呼

ば
れ
る
�
氏
名
�
住
所
�
生
年
月
日

�
性
別
�
住
民
票
コ
ー
ド
�
転
入
や

転
居
な
ど
の
種
別
と
そ
の
異
動
年
月
日

の
６
項
目
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
何
が
変
わ
る
？

各
種
行
政
手
続
き
が

２
段
階
で
簡
単
に
な
り
ま
す

第
１
段
階

今
年
（
平
成
１４
年
）
８
月
以
降
順
次
実

施
す
る
も
の

●
国
の
機
関
等
へ
本
人
確
認
情
報
が
提

供
さ
れ
る
た
め
、
国
や
県
で
行
っ
て

い
る
各
種
手
続
き
で
、
住
民
票
の
写

し
が
省
略
で
き
ま
す
。

（
例
え
ば
、
共
済
年
金
や
恩
給
受
給

者
の
現
況
届
時
の
市
長
の
証
明
が
省

略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

●
全
て
の
か
た
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
割

り
当
て
ら
れ
、
８
月
５
日
以
降
に
世

帯
主
あ
て
に
、
各
個
人
の
番
号
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

第
２
段
階

来
年
（
平
成
１５
年
）
８
月
か
ら
実
施
予

定
の
も
の

○
本
人
確
認
が
確
実
に
で
き
、
身
分
証

明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
形
式
の
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」の
交
付
を
申
請
で
き
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
転
入
や
転
出
の
際
の
手
続

�広報大館２００２．８．１
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き
が
楽
に
な
り
ま
す
。

○
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
、
本
人
や

同
じ
世
帯
の
か
た
の
住
民
票
の
写
し

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
身
分
証

明
書
の
提
示
が
必
要
）。

私
た
ち
の
個
人
情
報
は

守
ら
れ
る
の
？

最
重
要
課
題
と
し
て

万
全
を
期
し
ま
す

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
皆
さ
ん
の
大
切
な

個
人
情
報
を
取
り
扱
い
ま
す
。
そ
の
た

め
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
し
っ
か
り
と

守
る
た
め
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
情
報
を
提
供
す
る
国
の
機
関
や
利
用

目
的
を
法
律
で
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・
民
間
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
を
法
律
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
外
部
か
ら
の
不
正
な
書
き
込
み
や
呼

び
出
し
な
ど
へ
の
対
策
の
た
め
、
安

全
性
の
高
い
専
用
回
線
を
使
い
暗
号

化
し
ま
す
。

・
関
係
職
員
に
対
す
る
秘
密
保
持
を
義

務
づ
け
、
罰
則
規
定
を
設
け
て
い
ま

す
。

・
関
係
職
員
の
目
的
外
利
用
を
防
ぐ
た

め
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
暗
証
番
号
な
ど

に
よ
り
、
操
作
者
を
厳
重
に
確
認
し

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
願
い
と
期
待
を
担
っ
て
建
設
さ
れ
た
大
館
樹
海
ド
ー
ム

は
、
平
成
９
年
８
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
、
５
周
年
を
迎
え
、
入
館

者
は
１
９
０
万
４
、
２
５
２
人
（
平
成
１４
年
７
月
５
日
現
在
）
を
数
え
ま
す
。

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
に
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
対
応
で
き
る
の
が
「
夢
空
間
」
ド
ー
ム
の
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
ド
ー
ム
と
言
え
ば
ま
ず
野
球
を
連
想
し
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
時
に
開
催

さ
れ
た
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
を
始
め
と
し
て
、
日
米
大
学
野
球
や
、
北

東
北
地
区
の
大
学
野
球
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
な
ど
、
数
々
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の

会
場
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｂ
�ｚ
や
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
、
Ｋ
ｉ
ｎ
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
に
代
表
さ
れ
る
大
規

模
な
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
そ
の
音
質
は
出
演
者
や
関
係
者
に
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
ド
ー
ム
の
可
能
性
の
一
つ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
も
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ビ
ッ
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
年
は
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
７
日
間
で
７６
万
５
千
人
も

の
来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。
交
換
会
の
歴
史
の
中
で
、
一
つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ

た
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
来
場
者

か
ら
、
今
回
初
め
て
種
苗
交
換
会
の
全
て
を
見
て
回
れ
た
と
い
う
声
が
届
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
大
空
間
と
し
て
の
ド
ー
ム
の
威
力
を
発
揮
し
た
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
会
議
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
独
創

力
・
企
画
力
に
よ
り
、
紙
の
輪
や
折
り
鶴
の
ギ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
生
雪
合
戦
大
会
も
冬
の
大
館
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
国
体
会
場
と
な
る
大
型
体
育
館
を
ド
ー
ム
周
辺
に
建
設
し
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
一
層
、
ド
ー
ム
の
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
主
会
場
を
ド
ー
ム

に
、
準
備
は
大
型
体
育
館
で
と
い
っ
た
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ド
ー

ム
の
存
在
意
義
は
人
と
人
と
の
交
流
に
あ
り
ま
す
。
交
流
の
輪
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

交
流
の
拠
点

大
館
樹
海
ド
ー
ム
５
周
年

※お問い合わせ専用電話
�４９―３３４９

（８月１日以降、平日８時３０分～１７時１５分）
または、
市民課 �４９―３１１１（内線２３４）

�．２３９

市
長
リ
ポ
ー
ト

住民基本台帳ネットワークシステム
（住基ネット）での個人情報の流れ

（全国の個人情報を一括で管理する指定情報処理機関）

民 間

大館市

秋 田 県

地方自治情報センター

Ａ 町

利
用
禁
止

法
律
上
の
根
拠
を

受
け
て
情
報
提
供

Ａ 県

国の行政機関等

広報大館２００２．８．１

Ｂ 町

�



………………………………………………………………………

…………………

対

象
敬
老
会
開
催
時
に
大
館
に
お
住
ま
い
で
、
６
月
１
日

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
人
登
録
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
満
７６
歳
以
上
（
大
正
１５
年
４
月
１
日
以

前
の
生
ま
れ
）
の
か
た

申
し
込
み
方
法

婦
人
会
ま
た
は
町
内
会
長
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
日
案
内
は
が
き
を
お
送
り
し
ま
す
。

市
で
は
、
戦
没
者
の
ご
め
い
福

を
祈
り
平
和
へ
の
願
い
を
込
め

「
平
和
祈
念
・
戦
没
者
慰
霊
式
」

を
行
い
ま
す
。

戦
没
者
慰
霊
式
終
了
後
に
行
う

平
和
祈
念
式
で
は
「
平
和
を
祈
念

す
る
作
文
」
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
受
賞
者
の
表
彰
と
最
優
秀
作
品

の
発
表（
本
人
に
よ
る
朗
読
）が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

と

き

８
月
１４
日（
水
）

戦
没
者
慰
霊
式

１３
時
〜

平
和
祈
念
式

１４
時
１５
分
〜

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

広
島
、
長
崎
の
原
爆
死
没
者
と

全
国
の
戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
、

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

す
る
た
め
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
１

分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き
８
月
６
日（
火
）

８
時
１５
分（
広
島
被
爆
）

８
月
９
日（
金
）

１１
時
２
分（
長
崎
被
爆
）

８
月
１５
日（
木
）

１２
時（
全
国
戦
没
者
追
悼
式
）

問
長
寿
支
援
課

�
４９
│
３
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

レディース通話１１０番（女性警察官が対応）
フリーダイヤル ０１２０－０２８１１０

（携帯電話の場合）�０１８－８６３－９３２５
レディース相談所（列車などでの痴漢被害）

�０１８－８３３－０９５０
やまびこ電話（少年の悩みごと）

�／FAX０１８－８２４－１２１２
暴力追放１１０番（暴力被害） �０１８－８６２－０１１０
覚せい剤、サラ金、悪質商法、けん銃１１０番

�０１８－８２３－０１１０
県民安全相談センター（警察への困りごと、悩みごと）

�０１８－８６４－９１１０ FAX０１８－８６４－８９９９

と こ ろ
上川沿公民館
農 業 会 館
下川沿公民館
長木公民館
釈迦内公民館
二井田公民館
多目的集会所
花岡公民館
矢立小学校
成章小学校
雪 沢 分 館

市民体育館

プラザ杉の子

と き
９月７日（土）１１：００～
９月７日（土）１２：００～
９月８日（日）１０：００～
９月８日（日）１１：００～
９月８日（日）１２：００～
９月１４日（土）１１：００～
９月１４日（土）１２：００～
９月１５日（日）１１：００～
９月１５日（日）１２：３０～
９月２１日（土）１１：００～
９月２２日（日）１２：００～
９月２３日（月）１１：００～
９月２４日（火）１１：００～
９月２５日（水）１１：００～

地 区
上川沿
片山・餅田
下川沿
長 木
釈迦内
二井田
真 中
花 岡
矢 立
十二所
雪 沢

大 館

�広報大館２００２．８．１
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

警察の被害者相談窓口
犯罪による被害の相談を受けています

平平
和和
祈祈
念念
・・
戦戦
没没
者者
慰慰
霊霊
式式
問
福
祉
課
�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
４
０
５
）



大
館
市
の
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
、
１４
年

３
月
末
日
で
約
７６
％
。
ま
だ
利
用
可
能
区
域

内
の
約
４
分
の
１
の
建
物
が
水
洗
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
の

た
め
、
水
洗
化
工
事
を
お
早
め
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

特
に
、
１２
年
度
に
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
（
字
大
館
、
字
大
町
、

幸
町
、
字
三
の
丸
、
清
水
５
丁
目
、
字
水
門

前
、
水
門
町
、
字
長
木
川
南
、
字
長
倉
、
字

馬
喰
町
、
豊
町
、
片
山
町
３
丁
目
、
片
山
字

中
通
及
び
根
下
戸
新
町
の
各
一
部：

地
図
中

で
表
示
）
は
、
１５
年
３
月
末
日
で
法
律

に
定
め
ら
れ
た
工
事
期
限
の
３
年
が
経
過
し

ま
す
。
３
年
以
内
の
水
洗
化
工
事
に
は
、
工

事
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
借
り
ら
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

市
で
は
、
水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
を

金
融
機
関
か
ら
無
利
子
で
借
り
ら
れ
る
よ

う
、
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
工
事
申
請
の
際
に
工
事
指

定
店
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
工
事

く
み
取
り
ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
浄
化
槽
を

廃
止
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

対
象
と
な
る
か
た

下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
３
年
以
内
に
工
事
を
行
う
個
人

限
度
額

５０
万
円

（
ト
イ
レ
の
数
に
よ
り
最
高
１
５
０
万
円
）

償
還
方
法

５０
カ
月
以
内
の
元
金
均
等
償
還

市
で
は
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
か
た
の
お
祝
い
と
激
励

の
意
味
を
込
め
て
、
成
人
祭
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
市

外
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
も
大
館
市
出
身
で
あ
れ
ば
参

加
で
き
ま
す
。

と

き

８
月
１５
日（
木
）
１５
時
〜

受
付
開
始

１３
時

記
念
撮
影

１４
時
〜

※
記
念
撮
影
を
希
望
の
か
た
は
、
１４
時
ま
で
に
受
け
付

け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

秋
北
ホ
テ
ル

対

象
昭
和
５６
年
４
月
２
日
〜
５７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

市
民
、
ま
た
は
市
民
の
子
、
兄
弟
姉
妹

申
し
込
み
方
法

社
会
教
育
課
、
各
公
民
館
、
市
民
課
窓
口
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便

に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
住
所
（
市
外
に
住
ん
で

い
る
か
た
は
父
母
な
ど
の
市
内
の
住
所
）、
氏
名
、性

別
、
生
年
月
日
、
出
身
小
中
学
校
名
、
世
帯
主
の
氏

名
、
電
話
番
号
と
記
念
写
真
の
要
・
不
要
を
明
記
し
、

社
会
教
育
課
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

参
加
費

１
、
７
０
０
円

記
念
写
真
代
（
希
望
者
の
み
）

１
、
３
０
０
円

締
め
切
り

８
月
７
日
（
水
）

※
参
加
費
、
記
念
写
真
代
は
当
日
い
た
だ
き
ま
す
。

申
問

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
５
）

大館市

水水
洗洗
化化
工工
事事

願願
を
お

い
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い
○
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

問
下
水
道
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
３
５
６
）
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文
化
の
香
り
を
伝
え
る
名
園

さ
ん
し
す
い
め
い

日
本
は
山
紫
水
明
の
美
し
い
自
然
に

恵
ま
れ
た
国
で
す
。
私
た
ち
の
先
人
は

城
造
り
、
寺
造
り
、
家
造
り
の
過
程
で
、

そ
れ
ら
の
自
然
を
背
景
と
し
、
ま
た
イ

メ
ー
ジ
の
中
に
切
り
取
っ
て
、
美
し
く

造
形
さ
れ
た
庭
園
を
各
地
に
残
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
地
域
の
文
化
財
と
し
て

大
切
に
保
存
さ
れ
、
地
域
観
光
の
目
玉

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

と
う

し
か
し
、
書
画
・
骨
董
と
は
違
い
、

お
庭
は
生
き
て
い
て
維
持
・
管
理
に
大

変
な
手
間
と
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
美
し
く
整
え
ら
れ
世
話
を

さ
れ
て
い
る
お
庭
に
は
、
人
々
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
る

に
つ
け
、
庭
園
は
地
域
文
化
の
一
つ
の

あ
か
し

証
と
も
言
え
る
存
在
で
は
な
い
か
と
考

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
館
市
に
は
ど
ん
な
お
庭
が
あ
る
の

か
、
ま
た
そ
の
お
庭
は
ど
の
よ
う
な
歴

史
や
作
り
手
の
思
い
を
背
負
っ
て
い
る

の
か
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
館
市
内
の
名
園

大
館
市
の
「
ふ
る
さ
と
探
訪
並
木
名

園
名
木
保
存
事
業
」
で
指
定
し
た
名
園

は
４
ケ
所
。
花
岡
町
の
「
鳥
潟
会
館
」、

豊
町
の
「
宗
福
寺
庭
園
」、
二
井
田
の

「
温
泉
寺
庭
園
」、谷
地
町
の
「
高
橋
家

庭
園
」
で
す
。

こ
の
う
ち
、
温
泉
寺
は
現
在
お
寺
の

改
修
工
事
中
に
あ
た
り
、
庭
内
を
散
策

と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の

は「
鳥
潟
会
館
」の
み
で
、「
宗
福
寺
庭

園
」
と
「
温
泉
寺
庭
園
」
は
檀
家
の
か

大
館
市
に
住
ん
で
か
れ
こ
れ
２０
年
余
り
、
自
宅
と
職
場
と
の
往
復

に
明
け
暮
れ
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
住
む
街
に
つ
い
て
よ
く
知
ら

な
い
ま
ま
に
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
市
の
委
嘱
を
受
け
、
こ
の
機
会

に
大
館
市
の
「
名
園
」
と
呼
ば
れ
る
お
庭
を
リ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�広報大館２００２．８．１

広報市民リポーターだより No.1

大大
館館
市市
のの

名名
園園
探探
訪訪

高高橋橋家家でで広広縁縁にに座座りりななががらら（（左左 遠遠藤藤リリポポーータターー、、中中央央 禎禎一一ささんん、、右右 若若奥奥ささんん））

リ
ポ
ー
タ
ー

遠

藤

阿
希
み
さ
ん
（
東
台
３
区
）



た
や
、
あ
る
い
は
参
詣
の
機
会
が
あ
る

か
た
は
拝
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。「
高

橋
家
庭
園
」
は
全
く
の
個
人
宅
な
の
で

す
が
、
今
回
は
高
橋
さ
ん
の
ご
厚
意
で

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
こ
う
て
い

宗
福
寺
庭
園

雨
香
庭

宗
福
寺
は
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５

お

ば
よ
し
な
り

年
）、
大
館
城
代
初
代
小
場
義
成
が
、
同

ひ
た
ち
の
く
に

家
の
菩
提
寺
と
し
て
常
陸
国
（
今
の
茨

城
県
）
か
ら
移
築
し
た
由
緒
あ
る
お
寺

で
、
四
百
年
近
い
歴
史
と
、
格
式
の
あ

る
お
寺
と
し
て
市
民
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
庭
は
「
雨
香
庭
」
と
呼
ば
れ
、

お
寺
の
本
堂
に
入
る
と
左
手
の
ガ
ラ
ス

戸
一
面
に
広
い
お
庭
の
緑
が
目
に
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。

広
い
敷
地
の
後
方
は
小
高
い
丘
に

な
っ
て
い
て
、
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
重
な

り
合
う
よ
う
に
イ
チ
イ
や
カ
エ
デ
、
ツ

ゲ
を
主
体
と
す
る
多
種
多
様
の
木
々
が
、

思
い
思
い
の
形
で
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
背
後
に
そ
び
え
る
桜
の
巨
木

と
共
に
永
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
折
か

ら
の
梅
雨
時
の
雨
に
濡
れ
て
、
ま
さ
に

名
前
の
ご
と
く
雨
に
香
る
緑
の
お
庭
で

つ
た
や
た
つ
げ
ん

し
た
。
管
理
者
代
表
の
蔦
谷
達
元
氏
に

よ
れ
ば
、
こ
の
お
庭
の
名
前
は
、
大
正

年
間
に
こ
の
お
寺
を
訪
れ
た
永
平
寺
の

僧
侶
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦
中

戦
後
の
混
乱
期
に
、
お
庭
の
手
入
れ
が

で
き
ず
、
木
が
少
し
延
び
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
と
の
こ
と
。
本
当
に
庭
園
は
生

き
物
な
の
だ
と
実
感
し
、
ま
た
残
念
に

思
い
ま
し
た
。

現
在
、
少
し
ず
つ
刈
り
込
み
を
深
く

し
て
い
っ
て
、
形
を
整
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
今
後

の
変
容
の
姿
も
ま
た
楽
し
み
に
、
宗
福

寺
を
辞
去
し
ま
し
た
。

地
方
文
化
の
粋

鳥
潟
会
館
庭
園

き
も
い

鳥
潟
会
館
は
花
岡
地
区
で
代
々
肝
煎

り
（
庄
屋
）
を
務
め
た
鳥
潟
家
の
屋
敷

で
約
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

み
ょ
う
じ
た
い
と
う

こ
の
鳥
潟
家
は
、
江
戸
期
に
苗
字
帯
刀

を
許
さ
れ
、
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
昭
和
１１
年
か
ら
５
年
の
歳
月

を
か
け
て
補
修
と
増
築
が
行
わ
れ
、
庭

造
り
は
京
都
か
ら
専
門
の
造
園
師
を
招

く
ほ
ど
本
格
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
の

お
ん
あ
い

邸
宅
と
庭
が
、
故
郷
へ
の
恩
愛
の
情
が

深
か
っ
た
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授

（
日
本
外
科
学
会
会
長
）
鳥
潟
隆
三
博

士
に
よ
り
昭
和
２６
年
、
当
時
の
花
岡
町

に
寄
贈
さ
れ
、
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

鳥
潟
邸
の
門
前
に
立
ち
ま
し
た
。
正

門
か
ら
中
門
に
至
る
外
路
地
の
右
手
に

植
え
ら
れ
た
イ
チ
イ
の
並
木
が
ま
ず
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
正
門
近
く
に

そ
び
え
る
イ
チ
イ
の
大
木
が
、
く
ろ
ぐ

鳥鳥潟潟会会館館

温温 泉泉 寺寺

宗宗福福寺寺庭庭園園

高高橋橋家家庭庭園園

広報大館２００２．８．１�



ろ
と
小
雨
に
濡
れ
、
ど
っ
し
り
と
枝
葉

を
広
げ
る
姿
は
、
数
多
い
古
木
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

管
理
を
し
て
い
る
中
村
千
知
子
さ
ん

の
案
内
で
お
庭
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、

ご
り
ょ
う
い
け

そ
の
敷
地
の
広
さ
と
「
五
稜
池
」
を
中

心
と
す
る
回
遊
式
庭
園
の
本
格
的
な
造

り
に
ま
ず
驚
き
ま
し
た
。
池
に
施
さ
れ

す
は
ま

た
州
浜
の
手
法
や
飛
び
石
、
石
灯
ろ
う

の
特
徴
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

京
風
の
お
庭
を
ゆ
っ
く
り
と
一
周
し
ま

し
た
。

内
路
地
か
ら
入
っ
て
五
稜
池
を
巡
り

待
合
で
お
庭
の
眺
め
を
楽
し
み
な
が
ら

待
つ
こ
と
し
ば
し
、
季
節
の
木
々
の
彩

り
や
木
漏
れ
日
、
池
か
ら
巡
り
流
れ
る

水
音
な
ど
に
心
を
遊
ば
せ
、
や
が
て
茶

室
に
案
内
さ
れ
る
。
そ
こ
で
い
た
だ
く

か
ん
が

一
服
の
茶
と
、
閑
雅
な
話
題
で
ゆ
っ
た

り
と
過
ぎ
て
ゆ
く
時
間
…
。
お
客
様
を

迎
え
、
茶
室
で
も
て
な
す
た
め
の
配
慮

が
行
き
届
い
た
お
庭
だ
と
思
い
ま
し
た
。

茶
道
を
た
し
な
む
か
た
に
と
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
お
庭
は
あ
こ
が
れ
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
当
時
こ
こ
に
招
か
れ
た

お
客
様
が
お
庭
を
散
策
す
る
様
子
な
ど

が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

お
庭
の
一
角
に
あ
る
井
戸
か
ら
水
が

引
か
れ
て
い
る
五
稜
池
に
は
、
大
き
な

ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
悠
然
と
泳
ぎ
、
又
、
あ

く
ら
ま
い
し

ち
こ
ち
に
配
置
さ
れ
た
鞍
馬
石
は
、
地

上
に
姿
を
現
し
て
い
る
一
枚
石
の
平
面

の
大
き
さ
と
、
さ
ら
に
そ
の
地
下
に
３

分
の
２
も
の
部
分
が
埋
ま
っ
て
い
る
と

い
う
巨
大
さ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
大
き
な
石
を
京
都
か
ら
何
個

も
運
ん
だ
鳥
潟
家
の
当
時
の
権
勢
や
財

力
が
し
の
ば
れ
ま
し
た
。

待
合
の
建
物
を
支
え
る
か
の
よ
う
に

立
つ
大
木
の
「
ユ
リ
ノ
キ
」。
北
ア
メ

リ
カ
原
産
の
モ
ク
レ
ン
科
の
、
こ
の
辺

り
で
は
珍
し
い
木
な
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
木
の
葉
は
着
物
の
は
ん
て
ん
の
形

に
似
て
い
る
の
で
「
ハ
ン
テ
ン
ボ
ク
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
６
月

初
旬
か
ら
中
旬
の
頃
、
中
心
部
が
オ
レ

ン
ジ
色
の
帯
黄
緑
色
の
花
が
咲
き
、
少

し
離
れ
た
場
所
や
上
の
位
置
か
ら
眺
め

る
と
、
と
て
も
美
し
く
見
事
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
是
非
そ
の
時
期
に
ま

た
訪
れ
て
花
を
見
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
見
事
な
お
庭
と
お
屋
敷

が
市
民
に
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
も
驚
き
で
、
大
変
幸
せ
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

毎
年
７
月
の
最
終
日
曜
日
に
は
「
街

の
茶
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。
さ
ぞ
か
し

優
雅
で
あ
ろ
う
と
そ
の
日
の
た
た
ず
ま

い
を
想
像
し
て
鳥
潟
会
館
を
後
に
し
ま

し
た
。

ふ
う
が

枯
山
水
の
風
雅

高
橋
家
庭
園

高
橋
家
は
江
戸
時
代
か
ら
十
数
代
続

く
旧
家
で
あ
り
、
代
々
、
地
域
の
指
導

的
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
優
れ
た
人
材

を
輩
出
し
た
名
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

庭
に
面
し
て
開
け
放
た
れ
た
母
屋
の
ひ
ろ
え
ん

座
敷
は
、
土
間
廊
下
と
並
行
し
て
広
縁

が
ぐ
る
り
と
巡
ら
さ
れ
た
大
変
珍
し
い

造
り
で
し
た
。
土
間
廊
下
を
残
す
お
宅

が
、
今
も
大
切
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
激
し
ま
し
た
。

こ
こ
の
お
庭
は
江
戸
時
代
後
期
、
おせき

よ
そ
２
０
０
年
前
に
創
設
さ
れ
た
石

し
ゅ
う
り
ゅ
う

州
流
の
枯
山
水
の
お
庭
で
あ
る
と
の

こ
と
。
趣
あ
る
庭
門
を
く
ぐ
り
、
置
き

石
伝
い
に
足
を
運
ぶ
と
、
正
面
の
視
界

を
斜
め
に
横
切
る
大
き
な
松
の
木
が
目
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に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
右
手
奥
の

築
山
か
ら
延
び
て
い
る
二
抱
え
も
あ
る

松
が
、
一
本
の
支
え
も
無
し
に
自
力
で

傾
斜
を
保
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
位
置
か
ら
見
る
と
お
庭
が
良

く
見
え
ま
す
よ
」
と
い
う
若
奥
様
の
声

に
、
広
縁
に
座
っ
て
、
雨
に
濡
れ
た
お

庭
を
じ
っ
く
り
拝
見
し
ま
し
た
。
濡
れ

て
白
さ
が
際
立
つ
石
、
木
々
の
濃
淡
の

緑
、
黒
く
湿
っ
た
土
の
色
や
コ
ケ
の
色

な
ど
、
あ
い
に
く
の
雨
と
思
っ
て
い
ま

こ

が

し
た
が
、
お
庭
の
静
寂
と
古
雅
の
趣
を

一
層
引
き
立
て
、
絶
好
の
景
色
と
な
り

ま
し
た
。

長
い
高
橋
家
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の

ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ

お
座
敷
を
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
文
人
墨

か
く客

の
お
話
な
ど
を
ご
当
主
の
禎
一
氏
と

奥
様
か
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

町
桂
月
、
内
藤
湖
南
、
菅
江
真
澄
な
ど
、

秋
田
県
ゆ
か
り
の
学
者
や
文
化
人
が
こ

こ
を
訪
れ
、
当
時
の
ご
当
主
た
ち
と
交

流
し
た
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

床
の
間
の
、
桂
月
の
書
の
文
面
か
ら

も
親
し
く
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ

さ
せ
、
ま
た
若
か
り
し
頃
の
内
藤
湖
南

に
書
の
指
導
を
し
た
当
主
も
い
た
と
の

こ
と
、
三
代
続
い
て
書
家
が
出
て
い
る

な
ど
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
第

一
級
の
文
化
人
の
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

正
面
の
枯
れ
山
水
の
お
庭
は
、
浄
応

寺
（
中
の
寺
）
が
お
庭
を
作
る
た
め
京

都
か
ら
造
園
師
を
呼
ん
だ
際
に
、
一
緒

に
造
ら
せ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
裏
側

に
当
た
る
「
中
坪
」
と
呼
ば
れ
る
お
庭

も
石
組
の
立
派
な
も
の
で
し
た
。
こ
ち

ら
は
元
々
の
お
庭
に
禎
一
氏
が
少
し
ず

つ
手
を
掛
け
丹
精
込
め
て
造
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
「
中
坪
」
に
見
事
な
大
木
が
あ

り
、
満
開
の
花
を
付
け
て
い
ま
し
た
。

さ

ら
そ
う
じ
ゅ

こ
の
樹
木
の
名
前
は
「
沙
羅
双
樹
」
と

い
っ
て
、ツ
バ
キ
科
の
「
ナ
ツ
ツ
バ
キ
」

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
イ
ン
ド
北

部
原
産
の
フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
「
沙
羅
双

樹
」
と
は
別
種
で
、
日
本
で
言
う
「
沙

羅
双
樹
」
は
こ
の
「
ナ
ツ
ツ
バ
キ
」
を

指
す
と
も
の
の
本
に
あ
り
ま
し
た
。

名
前
の
と
お
り
根
は
１
つ
、
幹
は
２

本
か
ら
な
る
不
思
議
な
木
に
今
回
初
め

て
対
面
し
、
地
面
に
散
り
敷
く
大
量
の

白
い
花
と
、
堂
々
た
る
姿
形
な
が
ら
優

し
い
風
情
の
あ
る
巨
木
に
感
嘆
し
ま
し
ぎ
お
ん

た
。
平
家
物
語
の
冒
頭
の
部
分
「
祇
園

し
ょ
う
じ
ゃ

し
ょ
ぎ
ょ
う
む
じ
ょ
う

精
舎
の
鐘
の
声

諸
行
無
常
の
響
き

じ
ょ
う
し
ゃ

あ
り

沙
羅
双
樹
の
花
の
色

盛
者

ひ
っ
す
い

こ
と
わ
り

必
衰
の
理
を
あ
ら
わ
す
」
を
頭
に
浮
か

べ
、恐
ら
く
日
本
人
で
あ
る
平
家
物
語
の

作
者
の
脳
裏
に
は
、
一
日
に
し
て
散
る

と
い
う
こ
の
ナ
ツ
ツ
バ
キ
の
白
い
花
の

姿
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
今
頃
古
典

の
勉
強
を
し
た
思
い
で
感
無
量
で
し
た
。

ご
一
家
の
皆
様
の
和
や
か
な
様
子
と

温
か
い
お
話
ぶ
り
、
お
も
て
な
し
な
ど

に
こ
ち
ら
の
心
も
温
ま
り
、
深
謝
し
な

が
ら
高
橋
邸
を
辞
去
し
ま
し
た
。

訪
問
を
終
え
て

今
回
の
名
園
探
訪
で
は
い
ろ
い
ろ
な

か
た
に
お
会
い
し
、
す
ば
ら
し
い
お
庭

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
秋
田
県
や
大
館
市
の
、
残
さ
れ
た

希
少
な
文
化
財
に
目
を
注
ぎ
、
自
分
な

り
の
知
識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
温
か
く
迎
え
て

い
た
だ
き
、
多
忙
な
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
丁
寧
に
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
レ

ポ
ー
ト
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
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夏
休
み
に
入
り
、
各
地
の
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
活
動

で
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
活
躍
し
て

い
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
中
嶋
さ
ん
で

す
。「

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
、
我
慢

す
る
こ
と
、
仲
良
く
す
る
こ
と
、
思
い

や
る
こ
と
を
育
て
た
い
」
と
語
る
中
嶋

さ
ん
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
活
動
や

昔
の
遊
び
、
体
力
テ
ス
ト
な
ど
学
校
や

家
庭
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
活

動
の
中
で
、
生
き
生
き
と
行
動
す
る
子

ど
も
た
ち
に
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

長
年
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
子
供
会

な
ど
の
指
導
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に

か
か
わ
っ
て
き
た
中
嶋
さ
ん
の
原
点
は
、

二
井
田
小
学
校
（
現
・
南
小
学
校
）
に

勤
務
し
て
い
た
教
員
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に

た
こ

「
凧
作
り
・
凧
上
げ
大
会
」を
企
画
・

実
施
。
親
子
が
一
緒
に
活
動
す
る
姿
は

中
嶋
さ
ん
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
約
３０
年
、
社
会
教
育
主
事
や
社

会
教
育
指
導
員
な
ど
を
歴
任
し
、
公
民

館
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ
た

っ
て
き
ま
し
た
。
近
頃
で
は
、
親
子
２

代
で
指
導
を
受
け
る
か
た
も
増
え
、
昔

話
に
花
が
咲
く
こ
と
も
多
い
と
か
。

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の

ま
と
め
役
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
中

嶋
さ
ん
で
す
が
、あ
く
ま
で
も『
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
』
に
こ
だ
わ
り
ま

す
。早
朝
散
歩
は「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
活
動
で
き
る
体
力
を
維
持
し
た
い
」

と
冬
で
も
続
け
て
い
る
健
康
法
で
す
。

今
日
も
キ
ャ
ン
プ
場
に
、
厳
し
く
も

愛
情
に
満
ち
た
中
嶋
さ
ん
の
声
が
響
き

ま
す
。

開 館 時 間・午前９時３０分～午後５時１５分
８ 月 の 休 館 日・１１日（日）、２２日（木）
８月のテーマ図書・『釣り』
大館親子読書会・２日（毎月第１金曜日）１０時３０分～

『どうする山のトイレ・ゴミ』司書のおすすめ

アウトドアレジャー志向の高ま
りとともに、年々増えつづけてい
る登山人口。それにともない、登
山者のマナーの悪さも目立ち始め
ている。山の水からは大腸菌が検
出され、山頂にはゴミが散乱…登
山ブーム下の自然破壊を告発する。

著 者
関 根 進
白 籏 史 朗
奥 富 敬 之
鈴 木 亨
坂 本 卓 男
吉 田 敏 浩
高 橋 秀 実
多 湖 輝
南 ゆ か り
三 田 誠 広
長谷部美野子
加 藤 治 郎
宮 本 英 世
赤 瀬 川 原 平
菊 地 秀 行
辻 井 喬
西 木 正 明
斉 藤 洋
長 野 ま ゆ み
ダニエル・スティール
イアン・ファルコナー
串 井 て つ お
松 谷 み よ 子
岡 野 薫 子
今 井 恭 子
ローズマリ・サトクリフ

図 書 名
サラリーマン大脱走のすすめ
尾瀬―その美しき自然―
源氏三代１０１の謎
日本の名字なるほど辞典
昔遊び図鑑
夫婦が死と向きあうとき
からくり民主主義
今も心に残る「しつけの一言」
その仕事、好きですか？
宇宙の始まりの小さな卵
まめに豆腐クッキング
将棋の公式
聴くだけの音楽健康法
老いてはカメラにしたがえ
追跡者
深夜の孤宴
冬のアゼリア
童話作家はいかが
猫道楽
長い家路��
オリビアサーカスをすくう
ちいさなピョン
モモちゃんとアカネちゃん
森のネズミとお月さま
ミツバチ、ともだち
辺境のオオカミ

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

大事なことを子どもたちに伝えたい
なか じま しょう ぞう

中 嶋 正 三 さん（田代町１区）
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日本勤労者山岳連盟編・大月書店

中央図書館 �４２－２５２５

私の本棚



○
昔
、
家
で
は
ひ
ま
わ
り
を
育
て
て
い

ま
し
た
。
毎
日
水
や
り
を
し
て
い
る
と
、

背
が
伸
び
て
い
た
り
、
つ
ぼ
み
が
で
て

い
た
り
し
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ

て
い
ま
し
た
。
花
が
咲
く
と
や
っ
ぱ
り

夏
は
ひ
ま
わ
り
だ
な
あ
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
花
が
枯
れ
る

と
種
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
量
が
多
く
、

箱
一
杯
の
種
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

今
思
う
と
、
夏
は
ひ
ま
わ
り
に
元
気
を

も
ら
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
畠
山
福
子
さ
ん
・
猫
鼻
）

○
子
ど
も
が
１
歳
半
を
過
ぎ
た
の
で
、

今
年
は
プ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
予
定

で
す
。
大
丈
夫
か
な
…
。

（
井
上

茜
さ
ん
・
南
神
明
町
）

○
去
年
１２
月
に
大
館
市
民
と
な
り
早
く

も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
家
の

前
か
ら
樹
海
ド
ー
ム
、
大
文
字
が
目
の

前
に
広
が
り
と
て
も
良
い
眺
め
と
な
り
、

夏
の
風
物
、
花
火
、
大
文
字
焼
き
が
楽

し
み
で
す
。

（
沢
田
容
子
さ
ん
・
獅
子
ヶ
森
３
区
）

○
夏
に
長
男
の
誕
生
日
が
や
っ
て
き
ま

す
。
誕
生
日
に
必
ず
撮
る
写
真
も
今
年

で
６
枚
目
。
一
年
ご
と
に
成
長
す
る
我

が
子
を
見
る
と
、
私
も
老
け
た
な
あ
と

感
じ
ま
す
。

（
成
田
真
由
子
さ
ん
・
新
富
町
）

○
去
年
の
夏
、
家
族
で
初
め
て
の
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
４
歳
と
２
歳

だ
っ
た
娘
た
ち
も
、
物
を
運
ん
だ
り
料

理
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
た
り
と
自
然

を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

（
池
田
博
志
さ
ん
・
小
館
町
）

○
昭
和
２０
年
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
っ

て
無
条
件
降
伏
し
た
８
月
１５
日
。
玉
音

放
送
を
ラ
ジ
オ
で
拝
聴
し
て
５７
年
。
思

い
出
せ
る
世
代
は
６０
歳
代
以
上
と
な
っ

た
。
今
も
忘
れ
得
ぬ
辛
く
て
苦
し
か
っ

た
日
の
思
い
出
で
あ
り
、
生
涯
二
度
と

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
恐
ろ
し
い
目
に

あ
っ
た
か
ら
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
、
だ

が
さ
っ
と
忘
れ
去
っ
て
し
ま
え
る
ほ
ど

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
戦
争
で
尊
い

命
を
さ
さ
げ
た
３
５
０
万
人
余
り
の
私

た
ち
の
身
内
を
、
生
き
残
っ
た
者
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
私
の
真
夏
の
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

（
富
樫
良
子
さ
ん
・
弁
天
町
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
は
読
者
の
み
な
さ
ん

の
ペ
ー
ジ
で
す
。

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
テ
ー
マ
・
「
ま
つ
り
」

応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
８
月
１３
日
（
火
）

※
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問

総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

募 集

■「第２回美術展ツアー」参加者

バスを増発するほど好評を得た前回の美術展ツ

アー。今回は「印象派とその時代展」モネからセ

ザンヌまでを見学します。

と き ９月８日（日） ８時～１９時

ところ 秋田県立近代美術館

（横手市秋田ふるさと村）

参加費 ４、８００円 締め切り ８月２０日（火）
申問 大館まちづくり協議会事務局

�４９―５１４０

■大館駅リニューアル記念イベント

と き ８月１０日（土）、１１日（日）

１０時～１５時

ところ ＪＲ大館駅前

内 容 お楽しみ抽選会、露店（わたあめ、ポップ

コーン、風船ヨーヨー）、モニター宿泊

クーポン券のプレゼントなど。
問 ＪＲ東日本大館駅 �４２―４１６１

うたたび

■Toshi（元X―JAPAN）アコーステックライブ「詩旅」

と き ８月２日（金）１７時～、２０時～

８月３日（土）１３時～、２０時～

ところ 小坂町営十和田ふるさとセンター

（十和田湖西湖畔、大川岱）

入場料 一般５,０００円、学生２,５００円
申問 十和田ふるさとセンター �０１７６―７５―２８０８

▽
問
題

�
平
成
１４
年
４
月
１
日
現
在
の
全

国
の
市
町
村
数
は
？

�
大
館
市
が
指
定
し
て
い
る
名
園

の
数
は
？

�
１
泊
２
日
の
人
間
ド
ッ
ク
の
料

金
は
？

▽
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、

答
え
（
�
―
�
―
）
と
、
ハ
チ

公
ひ
ろ
ば
９
月
の
テ
ー
マ
「
ま

つ
り
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り

８
月
１３
日（
火
）当
日
消
印
有
効

※
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
の
か
た
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
と
図
書
券
を
贈
り
ま
す
。

▽
応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
ク
イ
ズ
係

▽
７
月
１
日
号
の
答
え

�
５
３
３
人

�
佐
藤
久
成

�
８
日
以
内

▽
７
月
１
日
号
の
当
選
者

・
池
田
博
志
さ
ん
（
小
館
町
）

・
井
上

茜
さ
ん
（
南
神
明
町
）

・
沢
田
容
子
さ
ん

（
獅
子
ヶ
森
３
区
）

・
菅
原
み
さ
き
さ
ん

（
有
浦
５
丁
目
）

・
富
樫
良
子
さ
ん
（
弁
天
町
）

※
応
募
総
数
３４
、
全
問
正
解
数
３２

催 し

クイズ

８月の
テーマ
「夏」

がヒント

チャイルドシート
登録情報

○登録No.１１
対象年齢６カ月～４歳
色 グレー
無償でゆずります。
※ご希望のかたは
生活環境課まで。

	４９―３１１１
（内線２４７）
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暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

胸
部
総
合
検
診
の
内
容

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

※
当
日
は
金
具
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
つ
い
た
下
着

を
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

か
く

・
喀
た
ん
検
診
（
容
器
の
配
布
）

※
問
診
で
血
た
ん
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
か
た
や
、

５０
歳
以
上
で
喫
煙
本
数
が
多
い
か
た
が
対
象
で

す
。
後
日
、
容
器
の
回
収
時
に
検
診
料
（
５
０

０
円
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
の
内
容

身
体
測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
医
師
の
診

察
、
血
液
検
査
（
脂
質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

貧
血
・
血
糖
）、
心
電
図
、
眼
底
検
査

持
ち
物

健
康
手
帳
、尿
を
入
れ
た
採
尿
ビ
ン（
事
前
に
保

健
衛
生
推
進
員
が
配
布
し
ま
す
）、検
診（
健
）料

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
料

２
０
０
円

・
基
本
健
康
診
査
健
診
料

１
、
６
０
０
円

検
診
の
結
果

５
、
６
週
間
で
結
果
が
分
か
り
ま
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
の
結
果
は
異
常
の
あ
る
か
た
の
み
に
、

喀
た
ん
検
診
と
基
本
健
康
診
査
の
結
果
は
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
大
腸
が

ん
検
診
の
容
器
配
布
も
行
い
ま
す
。

各各
検検（（
健健
））診診
料料
がが
無無
料料
のの
かか

たた�
老老
人人
医医
療療
受受
給給
者者
証証
をを
持持

参参
しし
たた
かか
たた

�
生生
活活
保保
護護
世世
帯帯
のの
かか
たた

�
市市
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
かか
たた

※※
��
��
のの
かか
たた
はは
事事
前前
のの
申申
請請
がが
必必

要要
でで
すす
。。
保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
へへ
おお
問問

いい
合合
わわ
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。

問問

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
�
４４２２
――
９９
００
５５
５５

６
月
に
釈
迦
内
、
上
川
沿
、
片
山
地
区
で
胸
部

総
合
検
診
及
び
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
受
診
で
き
な
か
っ
た
か
た
を
対
象

に
追
加
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
だ
け
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

都
合
の
よ
い
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

健
康
手
帳
、
検
診
料

検
診
の
内
容
と
検
診
料

�
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

２
０
０
円

か
く

	
喀
た
ん
検
診
（
容
器
の
配
布
）

５
０
０
円

※
血
た
ん
な
ど
自
覚
症
状
の
あ
る
か
た
や
、
５０
歳

以
上
で
喫
煙
年
数
が
長
い
か
た
及
び
喫
煙
本
数

が
多
い
か
た
が
対
象
で
す
。



大
腸
が
ん
検
診
（
容
器
の
配
布
）

５
０
０
円

※
�
�
の
検
診
料
は
容
器
の
回
収
時
に
い
た
だ
き

ま
す
。

検
診
の
結
果

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
は
異
常
の

あ
る
か
た
の
み
に
、
喀
た
ん
検
診
の
結
果
は
全

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
診
料

９
０
０
円

ご
注
意

・
妊
娠
し
て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
前
日
の
２１
時
以
降
は
食
べ
物
、
水
、
た
ば
こ
な

ど
を
口
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
待
ち
時
間
の
長
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物

健
康
手
帳
、
検
診
料

対
象
と
な
る
か
た（
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

大
館
・
釈
迦
内
・
上
川
沿
地
区
、
長
木
地
区
の

一
部
（
東
二
ツ
屋
、
宮
袋
、
小
雪
沢
、
鳳
町
）、

下
川
沿
地
区
の
一
部
（
片
山
、
城
西
町
、
山
田

渡
、
赤
石
沢
、
片
山
ア
パ
ー
ト
、
餅
田
団
地
、

天
神
町
、
天
神
緑
町
、
片
山
３
丁
目
、
美
園
町
、

住
吉
町
、
八
坂
、
根
下
戸
新
町
）

に
お
住
ま
い
で
、
昭
和
３８
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
か
た
。

※
た
だ
し
次
の
か
た
を
除
き
ま
す
。

・
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
か
た

・
基
本
健
康
診
査
を
集
団
健
診
で
受
け
る
か
た

・
総
合
健
診（
ド
ッ
ク
）を
受
け
る
か
た

健
診
の
内
容

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
医
師
の
診

察
、
心
電
図
、
血
液
検
査
（
脂
質
・
肝
機
能
・

腎
機
能
・
貧
血
・
血
糖
）、
眼
底
検
査

期

間

８
月
１９
日（
月
）〜
９
月
１４
日（
土
）

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
地
区
に
よ
っ
て
期
間
を

分
け
て
い
ま
す
。
は
が
き
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

は
が
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
病
医
院

健
診
料

１
、
６
０
０
円

受
診
に
あ
た
っ
て

は
が
き
を
持
っ
て
希
望
の
病
医
院
で
直
接
受
診

く
だ
さ
い
。
血
液
検
査
が
あ
り
ま
す
の
で
食
事

を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
対
象
の
か
た
で
は

が
き
（
８
月
６
日
ご
ろ
発
送
）
が
届
か
な
い
か

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

定
期

検
診

と

き

と

こ

ろ

８
月
５
日（
月
）

１３
時
〜
１４
時

大
茂
内
町
内
会
館

８
月
６
日（
火
）
１３
時
〜
１３
時
１５
分

塞
の
神
町
内
会
館

１４
時
〜
１５
時
下
代
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

８
月
８
日（
木
）
１３
時
〜
１４
時
３０
分

長
木
公
民
館

８
月
９
日（
金
）
１３
時
〜
１４
時
３０
分

天
下
町
児
童
館

８
月
１９
日（
月
）
１３
時
〜
１３
時
１５
分

黒
沢
町
内
会
館

１４
時
〜
１４
時
４５
分

新
沢
町
内
会
館

８
月
２０
日（
火
）
１３
時
１５
分
〜
１４
時

雪

沢

分

館

と

き

と

こ

ろ

８
月
７
日（
水
）
９
時
４５
分
〜
１０
時
３０
分

釈
迦
内
公
民
館

１１
時
１５
分
〜
１１
時
４５
分

上
川
沿
公
民
館

１３
時
３０
分
〜
１４
時

片
山
町
内
会
館

と

き

と

こ

ろ

８
月
２１
日（
水
）

５
時
３０
分
〜
６
時

麓

西

分

館

７
時
〜
８
時

板
沢
町
内
会
館

５
時
３０
分
〜
６
時

二
井
山
町
内
会
館

７
時
〜
８
時

大
森
団
地
集
会
所

８
月
２３
日（
金
）

６
時
〜
８
時

有
浦
ス
ポ
ー
ツ
館

８
月
２２
日（
木
）

６
時
〜
８
時

下
川
沿
公
民
館

�広広報報大大館館２２００００２２．．８８．．１１

医医
療療
機機
関関
でで
行行
うう

基基
本本
健健
康康
診診
査査

日
程
表

日
程
表

長長
木木
地地
区区
のの

胸胸
部部
総総
合合
検検
診診
とと

基基
本本
健健
康康
診診
査査

胃胃
がが
んん
検検
診診

追追
加加
のの

胸胸
部部
総総
合合
検検
診診
とと

大大
腸腸
がが
んん
検検
診診

日
程
表



市
立
総
合
病
院
で
は
、
８
月
以
降

の
１
泊
２
日
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
は
、
毎
年
の
健

診
が
大
切
で
す
。

な
お
、
各
市
町
村
、
企
業
な
ど
の

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ

ー（
�
４２
―
９
０
５
５
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
泊
２
日
人
間
ド
ッ
ク
健
診
料

６
０
、
０
０
０
円
（
税
別
）

問

市
立
総
合
病
院
健
診
担
当

�
４２
―
５
３
７
０（
内
線
１
５
１
）

皆さんの希望に合わせて各種オプション（選
択検査）をそろえました。
オプション検査料

人
気
は
…

「
大
腸
カ
メ
ラ
」、１
泊
２
日

人
間
ド
ッ
ク
と
あ
わ
せ
て
受

診
す
る
と
格
安
の
「
脳
ド
ッ

ク
」
と
な
っ
て
い
ま
すと き 毎週金曜日（祝日を除く） １３：００～１６：００

ところ サンクレア大館 相談料 ３０分まで５，０００円
内 容 法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて

（予約制）
申問 秋田弁護士会法律相談センター �０１８―８９６―５５９９

県
は
「
生
涯
に
わ
た
り
、
健
康
な

歯
と
歯
ぐ
き
で
、
健
や
か
な
生
活
を

過
ご
そ
う
」
と
８０
歳
以
上
の
年
齢
で

自
分
の
歯
を
２０
本
以
上
も
つ
こ
と
を

目
標
と
す
る
こ
の
８
０
２
０
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成

し
て
い
る
か
た
を
表
彰
し
ま
す
。

対

象
大
正
１１
年
１１
月
８
日
以
前
の
生
ま

れ
で
、
自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ

る
か
た

審
査
会

と

き

８
月
２１
日（
水
）１３
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
事

前
に
審
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

過
去
に
認
定
を
受
け
た
か
た
も
参

加
で
き
ま
す
。

締
め
切
り

８
月
１６
日（
金
）

申
問

大
館
保
健
所
健
康
・
予
防
課

�
５２
―
３
９
５
２

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

市 役 所 会 議 室
（内線２４７）

総 合 福 祉 セ ン タ ー
�４２―８１０１

総 合 福 祉 セ ン タ ー
総 合 福 祉 セ ン タ ー
二 井 田 公 民 館
長 木 公 民 館
十 二 所 公 民 館
花 岡 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
１４日
（水）

７日（水）
（９／４）
２２日
（木）
１日（木）
７日（水）
９日（金）
１９日（月）
２７日（火）
２９日（木）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ

大館市役所〈成分献血〉

有浦５丁目 千秋薬品（株）大館支店
有浦１丁目 大館三菱自動車販売（株）
ジャスコ（株）大館店
秋田県北部流域下水道事務所
根下戸新町 北鹿地方農業共済組合
清水５丁目 弐萬圓堂大館店
川口 西大館病院
大館広域消防署
餌釣 戸田鉄工（株）
常盤木町 （株）工藤米治商店
御成町３丁目 石田病院

と き
８：５０～１２：２０
１３：００～１６：００
８：３０～９：４０
１０：００～１１：００
１２：００～１６：４０
８：３０～９：３０
９：５０～１０：５０
１２：００～１４：００
１４：３０～１６：４０
９：００～１０：００
１０：３０～１１：３０
１２：００～１３：００
１４：００～１５：１０

２日
（金）

８日
（木）

２０日
（火）

２１日
（水）

料金（税別）
７，９００円
１０，２００円
４，９００円
５００円

２０，９００円

検 査 の 種 類
婦 人 科 検 診

大腸カメラ（Ｓ状結腸まで）
歯 科 検 診
血 液 型
脳 ド ッ ク

市
立
総
合
病
院

人間ドック
募
集

い
い
歯
の
お
年
寄
り

�
�
今
年
の
健
診
は
お
済
み
で
す
か

今今年年ははここここがが違違うう！！

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談センター

今月はありません

お気軽に
ご相談ください

月

月

８８

８８
ご協力を
お願いします

談

血

広報大館２００２．８．１

相

献

�



募

集

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

購
入
助
成
希
望
者

対

象
市
内
の
販
売
店
か
ら
購
入
し
た
電

動
式
生
ご
み
処
理
機

５０
件

※
中
古
品
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

助
成
額

購
入
額
の
２
分
の
１
以
内
で
限
度

額
は
２
万
円

資

格
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
か
た

・
市
内
に
お
住
ま
い
の
か
た

・
自
己
の
責
任
で
処
理
機
を
設
置
し

適
切
に
管
理
で
き
る
か
た

・
た
い
肥
を
自
分
で
使
用
で
き
る
か
た

・
過
去
５
年
間
に
市
か
ら
同
一
処
理

機
の
助
成
ま
た
は
貸
与
を
受
け
た

か
た
が
同
一
世
帯
に
い
な
い
か
た

申
し
込
み
方
法

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
生

活
環
境
課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。生

活
環
境
課
（
内
線
２
４
７
）

資
格
・
試
験

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
講
習

と

き
１０
月
３
、
４
日

９
時
〜
１７
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

受
講
料
・
４
、
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法

消
防
署
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の

う
え
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
９
月
１０
日（
火
）

広
域
消
防
署
�
４３
―
４
１
５
１

自

衛

官

□
一
般
曹
候
補
学
生

対

象
・
１８
〜
２４
歳
未
満
の
か
た

第
１
次
試
験
日
・
９
月
１６
日（
月
）

□
曹
候
補
士

対

象
・
１８
〜
２７
歳
未
満
の
か
た

第
１
次
試
験
日
・
９
月
１６
日（
月
）

□
２
等
陸
・
海
・
空
士

対

象
・
１８
〜
２７
歳
未
満
の
か
た

第
１
次
試
験
日

男

子

９
月
１９
日（
木
）

女

子

９
月
２５
日（
水
）

□
航
空
学
生

対

象
・
２１
歳
未
満
の
か
た

第
１
次
試
験
日
・
９
月
２１
日（
土
）

自
衛
隊
大
館
出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

警
察
官（
高
校
卒
業
程
度
）

対

象
昭
和
４８
年
４
月
２
日
〜
６０
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
か
た
。
た
だ
し
、

大
卒
ま
た
は
１５
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
か
た
を
除
き
ま
す
。

第
１
次
試
験
日
・
９
月
２２
日（
日
）

受
け
付
け
締
め
切
り
日
・
８
月
２３
日

※
受
験
案
内
書
は
大
館
警
察
署
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。

大
館
警
察
署

�
４２
―
４
１
１
１

申
・
問

申
・
問

問問

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

小
学
生
を
対
象
に
交
通
安
全
に
関
す
る
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

部

門
小
学
校
低
学
年（
１
・
２
年
生
）、
中
学
年

（
３
・
４
年
生
）、
高
学
年（
５
・
６
年
生
）

文

量
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
、
３
枚

賞

最
優
秀
賞

各
１
点

優
秀
賞

各
１
点

入

選

各
２
点

※
入
選
作
品
は
、
県
主
催

の
交
通
安
全
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
へ
出
品
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

作
品
に
学
校
名
、
氏
名
、
学
年
、
性
別
を

明
記
し
て
、
生
活
環
境
課
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
か
郵
送
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
９
月
６
日（
金
）

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
生
活
環
境
課

（
内
線
２
０
６
、
２
４
７
）

申
・
問

申し込み先など

〒０１７－０８２２ 大館
市字桜町南４５－１
中央公民館「初心者
のためのパソコン
講座」�４２－４３６９

勤労青少年ホーム
�４２－０８７２

締め切りは８月８日。
職業訓練センター
�４３－５８１７

定員になり次第
締め切ります。
サンクレア大館
�４５－０５１５

定員

各
１０人

１５人

２０人

２０人

１５人

２０人

２０人

持ち物・費用など

対象はパソコンに触れたことのな
いかた。受講料（１，０００円）。はがき
に住所、氏名（フリガナ）、年齢、電
話番号、希望の時間を書いて８月１６
日（消印有効）までお送りください。

対象は小学４～６年生。ラケット（お持
ちのかた）、ズック、タオル、着替え

受講料（３，０００円）、
教材費（２，０００円）

受講料（３，０００円）、
教材費（２，１００円）

受講料（１０，０００円）、資料代（５００円）
首輪（チェーンカラー・１，５００円程度）

受講料（８，０００円）、資料代（５００円）、
フレアースカート、内ズックなど

受講料（８，０００円）、お茶菓子代（５，０００円）、
ふくさセット一式

と き

８月２６日（月）～２９日（木）
午前の部 ９：００～１２：００
夜 の 部 １８：００～２１：００

８月２４日から毎週土曜日
１３：３０～１５：３０

８月２１、２３、２６、２８、３０日、９月２日
１８：３０～２１：００

８月２０、２２、２７、２９日、９月３、５日
１８：３０～２１：００

８月２４日～１２月１４日
毎月第２、４土曜日 １３：３０～１６：００

８月２４日～１２月２１日
毎週土曜日 １３：３０～１５：３０

８月２２日～１２月５日
毎週木曜日 １９：００～２１：００

ところ

中 央
公 民 館

勤労青少
年ホーム

職業訓練
センター

サンクレア
大 館

講座・教室名

第４回初心者のための
パソコン講座

午前の部・夜の部
（各全４回）

はじめよう！ 小学生の
ための卓球教室（全３０回）

エクセル２０００（全６回）

パワーポイント（全６回）

愛犬訓練教室（全８回）

社交ダンス教室（全１６回）

茶 道 教 室（全１６回）

パ
ソ
コ
ン
講
座

�広報大館２００２．８．１

市 役 所
�４９－３１１１

交
通
安
全
に
つ
い
て

作
文
を
書
こ
う

お知らせ
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大館に生まれ、現在ドイツを本拠にヨー
ロッパで活躍するヴァイオリニスト佐藤久
成。昨年に引き続き、ますます規模の大き
くなる演奏をお聴きください。
と き ８月１８日（日）１４：００開演
ところ 市民文化会館中ホール
入場料（全席自由）
一 般 １，５００円 中高生 ５００円

※小学生以下は無料ですが整理券が必要。

浅茅陽子主演。全
国で大反響を呼んだ
話題作が演出や出演
者を変え大館にやっ
てきます。映像や歌
を織り交ぜながら贈
る感動の物語を、ぜ
ひともご覧ください。

と き １０月２０日（日）１３：００開演
ところ 市民文化会館大ホール
入場料（全席指定）
Ｓ 席 ７，０００円 Ａ 席 ５，０００円

※当日は各５００円増しです。また、高校生以下の学生席
（３，０００円）は市民文化会館で前売りのみの販売。

第９回チャイコフ
スキー国際コンクー
ル第２位の実力。叙
情的感性と光沢のあ
る響き、誠実な演奏
から「香り高い音楽」
が聞こえてきます。

と き １０月９日（水） １９：００開演
ところ 市民文化会館中ホール
入場料 全席指定一律 ３，０００円
※チケットは下記プレイガイドのほかアリ
ス楽器、楽器の店コンチェルト、竹村楽
器でも販売。

いとく大館ショッピングセンター、又久書
店（大町・清水店）、市民文化会館

休
日
や
夜
間
に
、
急
な
発
熱
や

腹
痛
、
軽
い
け
が
な
ど
で
困
っ
た

と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月

は
帰
省
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
お
盆
休

み
な
ど
で
帰
省
中
の
か
た
に
も
安

心
で
す
。

診
療
時
間

平

日

１９
時
〜
２２
時

土
曜
日

１８
時
〜
２２
時

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

９
時
〜
正
午

１３
時
〜
１６
時

１８
時
〜
２２
時

※
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

大
館
市
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

�
４５
―
０
２
２
３（
診
療
時
間
）

問

問

感動を呼ぶ�魂のヴィルトゥオーゾ�
佐藤久成ヴァイオリンリサイタル

そ

の

他

８
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
が

改
正
さ
れ
ま
す

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
が
８
月
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
手
当
額

は
「
全
部
支
給
」
と
「
一
部
支
給
」

の
２
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新

し
い
制
度
で
は
「
一
部
支
給
」
の
額

が
収
入
に
応
じ
て
細
か
く
設
定
さ
れ

ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
１２
月
の
支

給
分
か
ら
新
制
度
で
の
支
給
額
と
な

り
ま
す
。
現
在
受
給
中
の
か
た
に
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
し
込
み

を
し
て
い
な
い
母
子
家
庭
な
ど
の
か

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
（
内
線
４
０
７
）

湯
夢
湯
夢
の
里
、ハ
チ
公
荘

８
月
１３
日
の
営
業
時
間

□
湯
夢
湯
夢
の
里

・
温
水
プ
ー
ル
・
休
憩
所１０

時
〜
１８
時

・
湯
夢
湯
夢
の
湯

６
時
〜
１８
時

□
ハ
チ
公
荘

６
時
〜
１８
時

観
光
物
産
課
（
内
線
２
８
３
）

プ
ー
ル
使
用
料
は
無
料
で
す

湯
夢
湯
夢
の
里
温

水
プ
ー
ル
で
は
、
小

中
学
校
の
夏
休
み
期

間
中
（
８
月
２５
日
ま

で
）
の
町
内
会
や
子

供
会
な
ど
の
団
体
を
引
率
す
る
か
た

（
遊
泳
し
な
い
か
た
）
の
使
用
料
を

無
料
に
し
て
い
ま
す
。

湯
夢
湯
夢
の
里
温
水
プ
ー
ル

�
５２
―
２
７
５
２

便
利
で
す
水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

う
っ
か
り
水
道
料
金
を
納
め
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
口
座

振
替
な
ら
、
料
金
が
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
支
払

い
に
出
か
け
な
く
て
す
み
ま
す
。
手

続
き
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
の

窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
物

預
金
通
帳
と
印
鑑
、
水
道
料
金
の

請
求
書
ま
た
は
領
収
書

水
道
課（
内
線
２
９
５
、３
５
０
）

納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い

８
月
は
市
県
民
税
第
２
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
２
期
の
納
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

納
付
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

収
納
課（
内
線
２
２
７
、２
２
５
）

９
月
２
日
は
個
人
事
業
税

１
期
の
納
期
限
で
す

個
人
事
業
税
の
納
付
は
お
済
み
で

す
か
。
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
い

る
個
人
事
業
主
の
か
た
は
お
忘
れ
な

く
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付

に
は
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

北
秋
田
県
税
事
務
所

�
４９
―
２
２
１
１

市

民

の

善

意

▽
福
祉
事
務
所
扱
い

小
川
清
さ
ん
（
有
浦
１
丁
目
）

５
４
、１
６
３
円

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

田
村
ヨ
シ
子
さ
ん
（
田
代
町
１
区
）

３
万
円

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
館
教
会１０

万
円

問

新・美空ひばり物語

�不死鳥ふたたび�ニューバージョン

問問

ウラジミル・ミシュク

ロマンティックピアノ

ピアノ名曲セレクション

問問

問

休
日
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー

○
応
急
手
当
に

休
日
・
夜
間
の

市民文化会館 �４９―７０６６
市市民民文文化化会会館館のの催催しし
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